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泉
地
区
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
老

人
会
の
役
員
が

、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
た
総
代
会
で
決
定
し
ま
し
た

。

又

、
各
部
落
の
区
長
・
組
長
さ
ん
等

も
決
ま
り
ま
し
た
の
で

、
そ
れ
ぞ
れ

紹
介
し
ま
す

。

発  行  者 

泉 公 民 館 

編集 木口 譲 

℡４７－０３５３ 

 

【
役
員
】 

会 

長 
 

芝 
 

修
次 

副
会
長 

 

髙
田 

洋
一 

監 

事 
 

堀
田 

孝
史 

〃 
 
 

堀 
 

昌
彦 

 

髙
田 

洋
一
（
出
目
一
区
） 

松
本 

正
孝
（
出
目
二
区
） 

行
定 

譲
二 

（
興 

野 

々
） 

山
本 

庸
祐
（
岩 

 

谷
） 

福
岡 

敏
明
（
上 

 

川
） 

山
口 

純
夫
（
小
西
野
々
） 

芝 
 

修
次
（
小 

 

倉
） 

 

支 

部 

長 

土
居 

 

清
矩 

副
支
部
長 

井
芝 

 

千
章 

事 

務 

局 

谷
口 

 

敏
雄 

女
性
部
長 

栗
木 

ミ
エ
子 

体
育
部
長 

武
内 

 

孝
一 

理 
 

事 

池
下 

 

義
章 

監 
 

事 

古
松 

 

太
司 

〃 
 

  

高
田 

 
 

孝 

 

  

芝 

修
次 
自
治
会
長 

 

土
居
清
矩 

老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

 

渡
邊
眞
次 

鬼
北
町
議
会
議
員 

 

行
定
洋
嗣 

泉
小
学
校
長 

 

山
下
里
美 

向
日
葵
の
会 

 

谷
口
泰
彦 

青
年
学
級
代
表 

 

髙
田
展
明 

公
民
館
長 

 

木
口 

譲 

公
民
館
主
事 

 

渡
辺 

輝
彦
（
出
目
一
１
） 

高
田 

昌
史
（
出
目
一
２
） 

土
居 

康 

（
出
目
一
３
） 

高
田 

悦
夫
（
出
目
一
４
） 

高
田 

晴
弘
（
出
目
一
５
） 

 
 

高
田 

伸
弘
（
出
目
一
峠
） 

二
宮 

栄
作
（
出
目
一
中
島
） 

 

松
本 

泰
幸
（
出
目
二
新
田
） 

渡
辺 

甫 

（
出
目
二
谷
喜
来
） 

堀
田 

孝
史
（
興
野
々
芳
） 

菊
地 

進 

（
興
野
々
寺
） 

 
 

高
橋 

啓
一
（
興
野
々
中
） 

井
上 

直
人
（
興
野
々
東
） 

 
 

山
本 

庸
祐
（
岩
谷
上
） 

渡
辺 

一 

（
岩
谷
下
） 

 
 

 

福
岡 

勝
美
（
上
川
市
ヶ
成
） 

三
滝 

松
穂
（
上
川
本
村
） 

 
 

堀 

昌
彦 

（
上
川
豊
永
） 

蜂
須
賀
泰
造
（
小
西
野
々
上
） 

 

竹
場 

敬
一
（
小
西
野
々
下
） 

芝 

光
恭 

（
小
倉
川
崎
） 

 
 

山
下 

雅
彦
（
小
倉
町
２
） 

 
 

岡
部 

覚
志
（
小
倉
下
住
） 

 
 

芝 

辰
也 

（
小
倉
町
１
） 

岡 

則
正 

（
小
倉
上
住
） 

山
口 

士
考
（
小
倉
宮
口
） 

木
口 

勉 

（
小
倉
轟
） 

一年間よろしくお願いします。 



「
和
」
を
大
切
に
す
る
泉
地
区

を
願
っ
て

　
満
開
の
桜
と
花
弁
の
絨
毯
に

心
洗
わ
れ
、
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
平
丸
前
館
長
さ
ん
を
は
じ
め

歴
代
の
館
長
さ
ん
が
築
か
れ
た

泉
地
区
独
特
の
良
い
公
民
館
活

動
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
泉
自
治
会
」
「
た
か
の
す

学
級
」
「
泉
老
人
ク
ラ
ブ
」

「
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
」
「
生

涯
学
習
講
座
」
等
地
域
の
老
若

全
住
民
が
関
わ
る
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
趣
味
や
健

康
の
増
進
を
図
り
、
地
域
の

「
和
」
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
自
治
会
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
泉

支
部
長
を
は
じ
め
、
協
力
的
な

役
員
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
泉
地
区
は
「
料
理
教

室
」
「
牛
鬼
面
作
り
」
「
切
り

絵
教
室
」
「
体
操
教
室
」
「
保

健
指
導
」
等
堪
能
な
指
導
人
材

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
進
ん
で
参
加
し
、
自
分
の

健
康
増
進
や
特
技
を
伸
ば
し
て
豊
か

な
生
活
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
泉
地
区
に
あ
る
文

化
財
「
鬼
北
文
楽
」
や
「
岩
谷
遺

跡
・
寺
山
遺
跡
」
等
を
活
用
し
、
泉

の
特
質
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
少
子
高
齢
化
の
地
域
課

題
を
受
け
入
れ
、
少
し
で
も
楽
し
く

過
ご
す
た
め
に
、
公
民
館
を
い
か
に

利
用
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
だ
け

る
雰
囲
気
の
良
い
場
所
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
田
　
展
明
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昨
年
の
一
月
、
前
、
泉
公
民

館
長
の
残
任
期
間
を
受
け
て
か

ら
、
一
年
余
り
と
短
い
期
間
で

し
た
が
、
三
月
末
日
を
以
っ
て

退
任
致
し
ま
し
た
。

　
泉
地
区
の
皆
様
方
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
の
方
々
に
は
何

か
と
ご
指
導
頂
き
、
ま
た
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
事
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
十
六
年
度
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
五
月
に
は

泉
大
運
動
会
が
、
秋
か
ら
春
に

変
更
と
な
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
「
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
八
月
に
は
恒
例

と
な
っ
て
お
り
ま
す
納
涼
盆
踊

り
大
会
が
、
天
候
不
順
の
た
め

に
、
屋
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
火
の
時
間
帯
に
は
雨
も
上
が

り
予
定
通
り
打
ち
上
げ
る
こ
と

が
出
来
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
に
は
岩
谷
遺
跡

ま
つ
り
で
、
早
朝
に
神
事
が
行

わ
れ
た
後
、
学
芸
会
が
、
行
わ

れ
、
午
後
に
は
、
芸
能
発
表
・

バ
ザ
ー
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
い
ず
れ
の
行
事
も

、
地
域
の

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ

て

、
交
流
の
輪
を
広
げ

、
心
豊

か
で

、
明
る
い
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

、

地
域
と
学
校
の
協
同
作
業
を
す

る
こ
と
で
開
催
し
て
い
ま
す

。

児
童
達
と
の
交
流
で
は

、
た
か

の
す
学
級

、
ふ
れ
あ
い
体
験
学

級

、
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
を
通

じ
て

、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め

、
思
い
や
り

、
協
力

、

感
謝
の
心
を
育
て
る
目
的
で
活

動
し
て
き
た
わ
け
で
す
が

、
児

童
の
皆
さ
ん
は

、
い
つ
の
時
も

は
つ
ら
つ
と
し
た
元
気
な
姿
が

印
象
的
で
し
た

。
私
は

、
児
童

の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
の
中

で

、
元
気
を
い

っ
ぱ
い
貰
い
楽

し
い
活
動
で
し
た

。

　
ま
た

、
生
涯
学
習
講
座
の
牛

鬼
面
作
り
は
毎
回
活
気
に
満
ち

た
楽
し
い
講
座
と
な

っ
て
い
ま

す

。
今
年
度
も
参
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が

、
館
長

に
就
任
し
て
か
ら

、
多
く
の
皆

さ
ん
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

。
そ

し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す

。
ま

た

、
泉
公
民
館
が

「
集
う
・
学

ぶ
・
つ
な
ぐ

」
活
動
の
場
と
し

て

、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し

て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す

。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
丸
　
弘
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親子でいろんな本に出会ってみませんか？

座卓と草鞋と桜の枝と 

【
会
川
 
い
ち
 
著
】
 

 
た
だ
た
だ
真
面
目
で
朴

訥
と
し
た
夫
婦
の
や
り
と

り
。
飾
ら
な
い
言
葉
の

端
々
に
滲
む
互
い
へ
の
想

い
。
涙
が
滲
む
感
動
時
代

小
説
。
 

なぜ？どうして？
世界のNEWふしぎ
ぎもんランキング 

【
学
研
教
育
出
版
】
 

 
世
界
の
不
思
議
な
疑

問
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式

で
紹
介
。
こ
れ
で
君
も
世

界
の
物
知
り
だ
！
 

風花帖 

【
葉
室
 
麟
 
著
】
 

 
江
戸
後
期
を
舞
台
に
、

互
い
に
思
い
を
通
わ
せ
な

が
ら
、
同
じ
道
を
歩
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
男
女

の
運
命
を
描
く
感
動
の
長

編
時
代
小
説
。
 

「なるほど！」とわ
かるマンガはじめ
ての心理学 

【
ゆ
う
き
 
ゆ
う
監
修
】
 

 
ち
ょ
っ
と
し
た
し

ぐ
さ
や
言
い
方
で
相

手
の
考
え
方
が
手
に

取
る
よ
う
に
分
か

る
！
 

健康養生法のコ
ツがわかる本 

【
甲
田
 
光
雄
 
著
】
 

 
現
代
医
学
の
治
療
を

受
け
て
も
効
果
が
得
ら

れ
な
い
…
 
あ
な
た
の
答

え
が
き
っ
と
こ
の
中
に

あ
る
！
 

鬼のおくりもの 

【
文
・
桝
形
浩
人
 
絵
・

に
の
み
や
な
つ
み
】
 

 
道
の
駅
「
森
の
三
角
ぼ

う
し
」
に
現
れ
た
鬼
王
丸

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
本

で
す
。
 



　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も

、
健
康
診

断
を
積
極
的
に
受
診
す
る
こ
と
で

、

自
分
の
健
康
状
態
を
客
観
的
に
見
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す

。

　
今
年
度
の
地
区
別
の
健
診
日
程
は

左
の
と
お
り
で
す

。
受
診
に
つ
い
て

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
泉
地
区
を
担

当
し
ま
す
保
健
師
の
谷
口
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
は
昨
年
度
の
泉
地
区
に
お
け
る

健
康
診
断
の
結
果
な
ど
か
ら
お
話
し
し

ま
す
。

　
昨
年
度
泉
地
区
に
お
け
る
特
定
健
診

（
国
保
で
四
十
～

七
十
四
歳
対
象
）
受

診
率
は
四
十
四
.
五
％
で
、
町
内
で
下

か
ら
二
番
目
の
低
受
診
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
受
診
者
の
う
ち
、
糖
尿
病
の
目
安
と

な
る
血
糖
値
が
正
常
よ
り
高
い
人
が
半

数
お
り
、
血
圧
も
男
性
の
半
数
と
女
性

の
三
分
の
一
が
、

高
血
圧
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。

★
今
後
の
予
定
★

〈
六
月

〉

四
日
　
ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
　
　
　
事
業
田
植
え

十
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
　
文
化
部
会

十
七
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

二
十
日
　
た
か
の
す
学
級

　
　
　
　
　
カ
ヌ
ー

教
室

二
十
一
日
　
泉
地
区
統
一

　
　
　
　
環
境
美
化
デ
ー

〈
七
月

〉

二
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
　
女
性
部
会

五
日
　
広
見
川
等

　
　
　
統
一
河
川
清
掃
日

十
二
日
　
町
総
合

　
　
　
　
　
　
防
災
訓
練

三
十
一
日
　
た
か
の
す

　
　
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ

　
　
　

（
～
八
月
一
日

）

編 集 後 記

　早いもので泉公民館2年目に
なります。昨年度の経験を生か
し、皆さまに楽しんでいただけ
る公民館になるようにしていき
たいと思います。（K）

た
か
の
す
学
級

太
鼓
教
室

　
四
月
十
八
日
に

、
今
年
度
の
た

か
の
す
学
級
開
講
式
と
太
鼓
教
室

を
永
野
市
の
太
鼓
集
団

「
魁

」
練

習
場
で
行
い
ま
し
た

。

　
こ
の
日
は
男
女
合
わ
せ
て
十
三

人
が
参
加
し

、
魁
の
元
メ
ン
バ
ー

の
兵
頭
一
輝
さ
ん
の
指
導
に
よ

り

、
和
太
鼓
の
種
類
の
説
明
の

後

、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
み
ん
な

で
演
奏
し
て
和
太
鼓
の
楽
し
さ
を

学
び
ま
し
た

。

　
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か

っ
た
も
の

の

、
慣
れ
る
に
従

っ
て
音
も
揃

っ

て
い
き
ま
し
た

。
太
鼓
を
通
じ
て

同
級
生
の
絆
が
深
ま

っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。

　
兵
頭
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

みんなでポーズ！

【
連
絡
先
】  

保
健
福
祉
課
保
健
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

       

保
健
師 

 

谷
口 

℡

４
５―

１
１
１
１ 

（
内
線
３
１
１
３
）  

月
木
月
火
日11月1日 広見体育センター 7：30～11：00

受付時間
7：30～10：00
7：30～10：30
7：30～10：00
7：30～10：00

実施日
7月13日
9月17日
9月28日
9月29日

小倉コミセン
場所

広見体育センター
興野々集会所
泉公民館


